
､--市の人口と世帯数----可

10月1日現在 前月比 ’

人口 31，626人 （＋32） ｜

男 15，498人 （＋16） 1

女 16，128人 （＋16） ｜

世帯 8，711世帯 （＋4） ！』
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秋牢の下でクロッケー大会

400人のおとしよりが参加

I

l

ﾄ

11月号「おとしよりの体力づくりと健康づくりをしよう」

’一と、高萩ライオンズクラブ(小松正治会長）では
｜ さる、 10月16日サンライズカントリークラブで、第3

1 回の老人クロツケー大会を開きました．

｜ この大会には、市内の各老人クラブから2チームづ

1 つ選抜された選手が出場して、技を競い合いました。

｜ このクロツケーは、おとしよりの健康づくりに最適

I なスポーツで、思ﾚ､思いに腕前をふるい、秋日和の環

｝ 境のよい芝の上で、約400人のおとしよりが楽しい1

； 日を過ごしました。

No. 224

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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△秋空のもとで、クロツケー競技を楽しむおとしよりたち
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街頭献血にこ．協力を
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第20回関東肉牛共進会を開催
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と き : 11月20日（月）午前10時から午後3

ところ ： 高萩駅前派出所前広賜

高萩駅東口広場

※車で献血にこられる方は、駐車場が確保でき

ませんので、ご注意ください。
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と き ： 12月2日（土） ・3日（日） ・4日（月）

ところ ： 高萩家畜市場

出品頭数 100頭

出品は、関東1都6県の代表牛で、各県15頭、東京都10

頭が出品されることになっています。

》《〈 昔マーーーマ

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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予算現額

支出済額

支出率

議会費

使用料及び

手数料 災害復|日費

分担金及び

負担金 商工費
(97 9％） 33,429

i 3,676

面
自動車取得
税交付金 予

産炭地域撮興

臨時交付金
予算現額 4.265,974千円

単位は千円です

財産収入 支出済額 4, 194,890千円

支出率 （983％）

使われたお金(歳出）

娯楽茄設利用

税交付金

交通安全対策

特別交付金

(昭和53年5月31日現在）寄附金

￥

※別表

市債現在尚（52年度末）

（53年3月31日現在）
52年度の主な建設事業の内訳

(単位千円）

科同｜ 事 一般会計債 2,043,067千円業 /ケ ｜要した金額疸 概 要

11職|撫晏斜璽纐必蕊”49,094 林道開設延長1,260Mz" 農林
業基盤整備事業 義務教育

公営住宅

災害復旧

厚生福祉

辺地対策

一般公共

一般単独

県振興資金

転貸債

その他

609,694千円

156,247千円

24,564千円

153,352千円

295,713千円

84,739千円

424,458千円

86,327千円

28,213千円

179,760千円

改善事業1崎業
生
哩

｜
’

道路改良
道路舗装

延長1,187柳5路線
延長18,421畑35路線

道路改良舗装、橋梁新設事業

河 川改 修 事 業

292,346

竜子川改修延長139"z

神宮司土地区画整理都市計画街路
地質調査道路予備設計、市道α50号
線道路拡巾延長121"2

18，016

r F

-rQ4、 業都市 計 画 菫 63，091

反射鏡38か所設置ガードレール設
置7か所歩道舗装2か所延長845獅

交通安全施設整備事業 ６
６
１
７
８
７

０
４
２
０１市営住宅建設事業 第2種中層耐火5階建20戸を建設

東小学校屋内運動場建設事業 ’ 77‘0351建築面積951 77f

教育|焉田小〔仮称)中学校用地順伺造成謂業 §6,5蝿赫瞥蒸鰈聲謹羊52年度
高萩中学校竣舎改築事業 ’ ’34､6601蕊度鑪総続覇齢52年度に
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高萩市の

所台

のそれぞれ3.3倍となっています。

◎主な建設事業の成果

昭和52年度の建設事業に要した費用は

1,088,229千円で、これは、昭和51年度

と比較すると28.3％の伸びで、 また昭和

52年度の歳出決算（見込）額に占める割

合（榊成比）では25.9％となっています

主な事業の内訳は別表のとおりで教育施

設では、東小学校屋内運動場建設、 53年

度までの継続事業である君田小（仮称

）及び中学校用地取得造成事業、高萩中

学校校舎改築など、農林土木関係では、

農業基盤整備（後谷地区等）、林業構造

改善事業、道路改良舗装、橋梁の新設、

河川改修、都市計画街路の整備、児童

公園（駒形）設置、交通安全施設整備、

市営住宅建設など、これらの事業は一部

継続事業を除いて52年度中にすべて完了

し、施設は市民のみなさんに利用されて

います。

高萩市告示第27号

この公表は、地方|剖治法第243条3第1項および市条例に基づき、市の財

政状況をみなさんにお知らせするものです。

昭和53年度各会計予算の上半期の執行状況、昭和52年度の各会計の決算

（見込）状況をお知らせします。

昭和53年11月1日

高萩市長鈴木藤太

52年度の財政事情はこうです ー

◎昭和52年度の決算（見込）状況

一般会計の決算（見込）状況は、歳入

が4,341,188千円、歳出が4,194,890千

円であって、歳入歳出決算（見込）額の

予算に対する割合（執行率）では、歳入

が101.8％の収入率、歳出が98．3％の支

出率になります。特別会計は最終予算額

が679,098千円で、決算（見込）額は、

歳入が670,333千円、歳出が、 641,749千

円になり歳入の収入率が98.7％、歳出の

支出率が94.5％となっています。

◎市税の状況

市税は、最終予算額が1,247,295千円

であり、決算（見込）額は1,262,110千

円となっています。その予算に対する収

納率は101.2％となり、 この決算（見

込）額をもとにして個人の税負担の状況

をみてみますと、市民1人当りの市税は

38,755円、1世州当りでは139,106円をそ

れぞれ負担していることになります。

一方、市の財政支出は、市民1人当り12

8,812円、 1世帯当り 462,349円で税負担

-(負担したお金(12億‘21 1万370円) (見込み)）

,人あたり 38755円｜ ，世帯あたり ,39. ,"円

昭和52年度特別会計決算状況
(単位千円

会 計 別

国民健康保険事業

支出済額

603｡945
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昭和52年度公営企業会計決算状況
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! 市有財産の状況 ’

Ｉ
（53年9月30日現在）

建 物

66，279． 31㎡

現金および有価証券など

276，773，583円
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53年度の上半期の財政事情はこうです

保育所改築、勤労青少年ホーム建設、高

萩市文化会館建設、教育施設では、52年

度からの継続事業である君田小(仮称)及

び中学校用地取得造成事業、高萩小、秋

山小学校の屋内運動場建設、君田中学校

校舎改築、第一幼稚園改築が進められて

います。

農林土木関係では、農業基盤整備（後

谷、石滝地区等） 、林業構造改善事業、

道路舗装及び新設改良、排水路整備、交

通安全施設整備､児童公園設置､市営住宅

建設などが予定され、これらの事業の大

半はすでに着工され、54年度までの継続

事業である市文化会館建設を除いては、

53年度中に完成する見込みになっていま

す。

負担の状況をみてみますと、市民1人当

りの市税は、 43,506円、 1世帯当りでは

153,725円をそれぞれ負担していること

になります。一方、市の財政支出は、市

民1人当り168,410円、 1世帯当り595,0

65円で税負担のそれぞれ3．9倍となって

います。

一般会計の予算執行状況は、 9月30B

現在の予算現額5，518，635千円に対し

､へて、歳入が2,261,420千円、歳出が1,788

－’545千円になり予算に対する割合（執行
率）は、歳入が41.0%の収入率、歳出が

32.4％の支出率となっています。

特別会計は、国民健康保険事業など三

会計がありますが、その執行率は、歳入

が40.6%歳出が33.9%となっています。 主な建設事業の状況

昭和53年度建設事業に要する費用は、

9月30日現在2,080,678千円でこれは昭和

52年度同期と比較すると102.9％の伸び

となり、 また、昭和53年度の歳出予算総

額に占める割合（構成比）は37.7％にな

っています。

主な事業では、厚生福祉施設で、高萩

市税の状況

市税は、9月30日現在、 711,525千円が

収納され、予算額1,425,645千円に対す

る割合では、 49．9％収納率となっていま

す。

市税の予算額をもとにして、個人の税

昭和53年度特別会計予算及び執行状況
※
グ
ラ
フ
は
、
弱
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
で
す

6貧糧蓋及び

7息翌胃嬰得。

8胃譲驚製

9識襄譲牽
10財産収入

却
狸
型
０
墾
叫
塾
距
型
禰

８
６
ユ
旦
糺
＆
ａ
４
坐

３
４
旦
且
２
４
１

１
１
｜
｜
｜
び
料
税

及

与

金
金
料
数
譲
入

越

入

用

方

収

繰
繰
佳
手
地
諸

１２３４５的一諦型岬竺万里０宝一弱

旦
侮
ユ
β
坐
Ｊ
旦
竺
５

塁
個
堅
旧
斗
５
８
塾

(単位千円 (1058％）

（ 0％）

（ 43.8％）

（ 27.9％）

（ 32.5％）

（ 32.4％）

（ 43.9％）

（ 46.5％）

（ 0％）

（ 12．5％）

会 計 別 予 算 額｜収入済額支出済額
民健康保険事業 726,459 1 289,310 249.349Y 国民健康保険事業
農業共済事業｜
高萩霊園事業

９

０
５

５
１
９

４
０
４

６
８
１

２
２

７

５
２
０
４
７
７

５
１

０
８
２
１
４
２

６

7“､964 306.757 255,987計

昭和53年度公営企業会計予算及び執行状況
上水道事業 収 入 （単位千円）

I
区 分

収益的収入

資本的収入

支 出

予 算 額支出済額｜予算対比 （％
196.646 72.850 37．0

’
区 分

収益的支出

資本的支出 ３
９
６
０
８
５

０
７
４
３２

８
８
３
８
３
１

０
３
２
９

岬

坪計

工業用水道事業収 入

｜ 区 分 ｜予 算 額 ｜
’

収入済額

33．037

予算対比 （％）

50－ 1

’
収益的収

資本的収

計

畑

一

咄

５
５
６
６

入

入 ’

支 出 単1

I
’
区 分 ｜予
収益的支出 ’

支出済額予算対比 （％）

24, 1 16 37－6

5,870 52．2

29，986 39. 8

算 額

64． 182

２

３

８
５
１
２
４
１
６
１｜資本的支出 11,253

計 75.435

200.724 1 125549
’ －

200.724 1 12”49

62.5

62.5

33.037 1 50 1



(5） 市報たかはぎ 昭和53年11月

気
が
つ
い
た
お
母
さ
ん
は
、
娘
に
聞
て
、
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
今
度
は
、
も
う
体
に
傷
が
つ
い
ち
ゃ
さ
し
て
あ
る
し
ょ
う
ぶ
と
、
よ
も
ぎ
せ
さ
す
も
ん
だ
っ
て
。

い
た
ん
で
す
と
。
「
あ
ん
た
の
部
屋
に
の
と
お
り
に
し
た
ん
だ
っ
て
。
っ
て
っ
か
ら
、
蛇
の
こ
と
だ
か
ら
取
る
ん
じ
て
飲
む
と
子
供
な
ん
て
、
み
ん
な
「
こ
の
話
は
、
話
者
の
こ
と
ば
を
そ

毎
晩
お
そ
く
ま
で
、
話
し
声
が
す
る
け
そ
し
て
、
そ
の
人
が
帰
‐
っ
た
あ
と
、
こ
と
も
で
き
な
い
ん
で
し
ょ
う
。
お
ぢ
ち
ま
う
わ
。
」
っ
て
、
い
じ
や
ぎ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の
で
す
。
」

Ｉ
幹
ど
、
ど
こ
の
人
と
会
っ
て
る
の
。
」
っ
ず
っ
と
か
す
か
に
血
が
た
れ
て
る
ん
だ
そ
れ
で
、
そ
の
う
な
っ
て
い
た
の
を
ま
ぎ
れ
に
言
っ
た
ん
だ
っ
て
。
》
高
萩
市
教
育
委
員
会
内
高
萩
の
民
話

ド
ロ
年
、
Ｄ
４
４
ｐ
ヨ
グ

っ
た
ら
、
「
知
ら
な
い
、
わ
か
ん
な
い
っ
て
。
あ
と
か
ら
血
を
た
ど
っ
”
て
、
下
男
に
つ
！

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
下
男
が
、
た
ち
調
査
編
集
委
員
会
（
電
③
１
１
３
１
）

一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
言
二
’
’
’
’
’
’
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
二
－
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一

た
諦
億
ぎ
の
そ
れ
を
た
ど
っ
た
ら
、
こ
の
炉
ぱ
た
け
さ
せ
た
の
で
、
下
男
が
そ
こ
に
行
っ
ま
ち
家
に
帰
っ
て
来
て
、
奥
様
に
話
し

＠
人
」
だ
っ
て
。

壁
画
評
睡
睡
》
し
鯵
鍾
嘩
騨
奎
酔
ふ
く
ん
だ
。
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
「
り
っ
の
ぼ
っ
て
蝿
出
し
か
ら
抜
け
て
、
そ
し
「
誰
の
せ
い
も
な
い
」
っ
て
、
い
じ
わ
そ
れ
で
奥
様
が
、
さ
あ
そ
れ
は
大
変

そ
ん
で
、
「
ど
ん
な
し
た
く
を
し
て
に
か
か
っ
て
い
る
「
か
ぎ
づ
る
し
」
を
た
ら
話
し
声
が
す
る
ん
で
、
聞
い
た
ら
、
た
ん
だ
っ
て
。

し
ょ
う
ぶ
湯
に
入
る
い
わ
れ
ぱ
な
し
た
く
で
、
は
お
り
は
か
ま
で
く
て
お
り
て
自
分
の
沼
に
行
っ
た
わ
け
な
る
く
お
こ
っ
て
た
ん
だ
っ
て
。
だ
。
娘
に
蛇
の
子
が
生
ま
れ
だ
な
ん
て

る
。
」
っ
て
。
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
「
な
あ
に
か
ま
わ
ね
え
、
言
っ
た
ら
、
箱
入
り
娘
が
、
も
う
嫁
入
り

大
能
大
１
部
‐
き
‘
ん
‐
そ
れ
で
は
、
『
た
い
し
た
お
め
し
も
俺
が
死
ん
で
も
、
子
供
い
っ
ぱ
い
残
し
も
何
も
で
ぎ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。

大
能
大
‐
部
‐
き
：
ん
‐
そ
れ
で
は
、
『
た
い
し
た
お
め
し
も

昔
．
そ
の
部
落
と
し
て
は
、
い
い
家
の
で
す
ね
。
』
つ
っ
て
見
て
、
『
あ
の

の
娘
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
こ
こ
が
、
ち
ょ
っ
と
ほ
ず
れ
て
い
る
か

ん
で
、
浦
入
り
娘
で
大
事
に
し
て
い
た
ら
縫
っ
て
あ
げ
ま
す
。
』
と
言
っ
て
、

娘
の
部
屋
に
毎
晩
、
毎
晩
、
話
し
声
が
糸
を
通
し
て
、
針
を
抜
か
な
い
で
さ
し

す
る
ん
だ
っ
て
。
た
ま
ま
そ
の
お
客
を
返
し
な
さ
い
つ

事情の公表財
卜．
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６
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２
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ａ
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－
７
８
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１
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(35

(42.0%)

｜(49 3％） 鞭凡例孝鐵穂(比 ｊＩ－
弦
千

０
７１

１
Ｉ

費
害
費

備
旧

昭和53年9 月30日現在
763

1半
1八況
ー

！

単位

市債現在て
来
た
か
ら
、
あ
ど
で
子
供
が
う
ん
と
た
ち
ま
ち
そ
れ
を
せ
ん
じ
て
飲
ま
し

生
ま
れ
っ
か
ら
か
ん
ま
ね
え
。
」
っ
て
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
に
蛇
の
子
供
が

「
な
に
、
そ
だ
人
間
に
産
ま
せ
る
子
供
く
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

な
ん
て
育
つ
も
ん
じ
ゃ
ね
え
。
」
っ
そ
れ
で
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
の
き
ば

て
、
そ
の
女
の
蛇
が
、
「
の
き
ば
に
、
に
、
し
よ
う
ぶ
と
よ
も
ぎ
と
ゆ
う
の
は

|局（53年度上期）
53年9月30日現在）

1 ， 988， 703千円
可

一一般会計債

一般公共

一般単独

り!↓振興資金

転貸債

その他

1 ， 370， 1

義務教育 603.703千円

154,632千円

24,116千円

151,249千円

283,643千円

計債

83，587千円

404,191千円

86,327千円

28,011千円

169,244千円

06千円

公営住宅

災害復旧

厚生福祉

辺地対策

企業会

084千円 工業用水道 331,022千円上水道 1,039

12月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後41I子まで

滝川医院 春日町 （3） 3 1 002EI 3日『
１
｜
″

（2） 2697

（十王） 3266

白土医院

十王医院

有明町

| -王町友部
10日

立花医院 東本町 ’ （2） 35 ］ 217日〃

安良川

大和町

戸1マ

ノ、

幌

医
医
院 ８

６
１
５

３
１

２
３

〕
１
旧
但

24日 戸

村

〃

『'・登

P兀31日ク



(6）市報たかはぎ(第224号）

12月1日から

道路交通法

○
歩
行
者
用
信
号
に
従
っ
て
通
行
を

自
転
車
は
、
〔
歩
行
者
．
自
転
車
専

用
〕
と
い
う
標
示
が
あ
る
場
合
、
歩
行

者
用
信
号
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

歩
行
者
用
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
歩
行
者
と
．
目
転
者
は
同
じ
信
号
機

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
つ
け
ら

れ
ま
し
た

自
動
二
輪
車
に
乗
る
時
は
、
運
転
す

る
者
も
荷
台
に
同
乗
す
る
者
も
、
必
ず

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
や
自
動
車

専
用
道
路
で
は
、
２
人
乗
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
罰
則
は
い
ず
れ
も
３
万
円

以
下
の
罰
金
で
す
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
る
と
き
も

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

自
転
車
の
通
行
安
全

l l l l ll I l l I l l l I I 1 I I 1 1 I 1 I l l I I l 1 11 1 1 I l 1 1 I 1 I l l l l l l l Il l l l l l l
自
動
二
輪

原
動
機
付
自
転
車

道
路
交
通
法
が
、
７
年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
，

吃
月
１
日
か
ら
旅
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
２
．
３
人
に
１
人
が
運
転
免
許
を

持
つ
「
国
民
皆
免
許
」
時
代
を
迎
え
て
、
ク
ル
マ
社

会
の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

へ
）

○
ジ
グ
ザ
グ
運
転
．
横
列
運
転
は
懲
役

６
か
月

暴
走
族
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
が
、

一
段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

哩
月
１
日
か
ら
は
、
２
台
以
上
の
自

動
二
輪
車
や
車
を
検
に
連
ね
て
運
転
し

た
り
、
道
路
い
つ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
の

ジ
グ
ザ
グ
運
転
、
走
ン
て
い
る
車
を
包

み
込
ん
で
の
い
や
が
ら
せ
ｌ
な
ど
、

共
同
し
て
交
通
を
妨
害
し
た
り
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
を
し
た
場
合
は

全
部
の
車
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

信
号
無
視
は
懲
役
３
か
月
以
下
、
罰

金
３
万
円
以
下
で
す
。

○
ブ
レ
ー
キ
の
整
備
不
良
は
処
罰
さ
れ

ま
す
時
迎
叩
キ
ロ
の
速
度
で
、
３
メ
ー
ト

ル
以
内
で
停
止
で
き
る
ブ
レ
ー
キ
が
基

準
と
さ
れ
、
ブ
レ
ー
キ
不
良
の
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
と
、
３
万
円
以
下
の
罰

令
で
す
。

ま
た
、
夜
間
は
尾
燈
か
反
射
器
材
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

暴
走
行
為
の
禁
止

l l l I l I I 1 1 1 1 I I I 1 I I 1 1 1 1 1 I I l l l l I l l 1 1 1 1 I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

３
６
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
限
定
解
除
審
査
を
実

施
中

○
無
車
検
、
無
保
険
も
違
反
点

無
車
検
、
無
保
険
（
強
制
保
険
）
は

い
ず
れ
も
違
反
点
６
点
。
車
庫
代
わ
り

に
道
路
を
使
用
し
た
〃
青
空
駐
車
″
は

２
点
、
夜
間
の
８
時
間
以
上
の
路
上
駐

車
が
１
点
と
な
り
ま
す
。

○
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
恩
典

２
企
間
、
無
事
故
、
無
違
反
の
運
転

者
が
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
信
号
無
祝
な

ど
違
反
点
２
点
ま
で
の
軽
い
違
反
を
犯

し
、
そ
の
後
３
か
月
間
無
事
故
・
無
違

反
だ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
点
数
は
違
反

点
数
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
す
。

○
〃
酒
酔
い
″
は
免
許
取
り
消
し

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運
転

と
、
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
で
、
一
度
の

違
反
で
免
許
は
取
り
汕
さ
れ
ま
す
。

○
〃
う
っ
か
り
免
許
失
効
″
は
６
か
月

ま
で
救
済

３
年
Ｈ
ご
と
の
誕
生
日
前
１
か
月
間

が
、
運
転
免
許
証
の
切
り
替
え
日
で
す

が
、
う
っ
か
り
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
〃
う
っ
か
り
サ
ン

″
を
救
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
３
か
月
だ

っ
た
〃
救
済
期
間
″
が
６
か
月
に
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

行 運
転
免
‐
許
制
度

ー

政
処
分

1，態＄ 護

目
の
見
え
な
い
人
は
、
歩
行
者
の
中

で
も
と
く
に
、
そ
の
通
行
が
保
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
盲
導
犬
の
利
川
が
ふ
え
て
お

り
．
通
行
の
便
宜
を
図
る
こ
と
か
ら
、

盲
導
犬
を
つ
れ
て
い
る
場
合
は
、
つ
え

を
持
た
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。同
時
に
、
車
な
ど
の
運
転
者
は
、
目

の
見
え
な
い
人
が
つ
え
を
持
っ
て
の
通

行
中
は
も
と
よ
り
で
す
が
、
盲
導
犬
を

つ
れ
て
通
行
し
て
い
る
と
き
も
、
身
体

障
害
者
が
車
い
す
で
通
行
し
て
い
る
と

き
も
、
一
昨
仲
止
ま
た
は
徐
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

！
：
３
６
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
軽
自
動
車
は
、
昭
和

別
年
に
軽
自
動
車
の
規
格
が
、
総
排
気

量
３
６
Ｏ
Ｃ
Ｃ
か
ら
５
５
Ｏ
Ｃ
Ｃ
な
ど

に
改
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
一
・

部
の
貨
物
自
動
車
を
除
い
て
生
産
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
３
６
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
〃
限
定

免
許
″
を
受
け
て
い
る
方
に
対
す
る

〃
限
定
″
解
除
の
た
め
の
技
能
審
査
が

こ
の
９
月
創
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
審
査
に
合
格
す
る
と
、
３
６
Ｏ
Ｃ

Ｃ
を
越
え
る
普
通
自
動
車
が
運
転
で
き

ま
す
。く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
運
転
免
許

試
験
場
、
高
萩
警
察
署
ま
た
は
指
定
自

動
車
教
習
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

I
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９
月
３
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
、
第

６
回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会

は
、
蛇
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
８
会
場
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め
一

週
間
延
び
、
さ
る
、
、
月
胆
日
、
市
営

球
場
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
球
友
会
が

Ｎ
・
Ｋ
〈
ン
マ
ー
ズ
を
３
対
０
で
破
り

初
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
球
友
会
チ
ー
ム
、
２
位
Ｎ
・

Ｋ
〈
ン
マ
ー
ズ
、
３
位
フ
ア
イ
ヤ
ー

ズ
、
新
日
本
鍛
工

▽
個
人
賞
（
敬
称
略
）

最
高
殊
勲
選
手青
柳
一
郎
（
球
友
会
）

I

）

市
長
杯
軟
式
野
球
は

球
友
会
が
初
優
勝

秋
場
所
優
勝
の
多
賀
竜
が

あ
い
さ
つ
に
来
庁

ﾛ』

1

（

｛

I

I

《

巳
が
一
一

』
来
庁
一
一

さ
る
、
９
月
”
日
、
日
本
相
撲
協
会
一

の
鏡
山
親
方
（
元
横
綱
柏
戸
）
と
、
力
一

士
多
賀
竜
（
本
名
、
黒
谷
昇
身
長
１
－

７
５
セ
ン
チ
・
体
重
１
２
０
キ
ロ
）
が
一一

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

多
賀
竜
は
、
北
茨
城
市
の
出
身
で
今
王一

年
の
秋
場
所
三
段
目
で
み
ご
と
優
勝
し

そ
の
報
告
の
た
め
一
時
里
帰
り
し
て
い

た
も
の
で
、
上
京
の
途
中
、
当
市
に
立
一一

寄
っ
た
も
の
で
す
。
。

優
勝
し
た
多
賀
竜
は
、
来
場
所
幕
下
一て

へ
の
昇
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一一

敢
斗
賞佐
々
尾
実
（
Ｎ
・
Ｋ
〈
ン
マ
ー

ズ
）

舟
生
東
光
（
フ
ア
ィ
ャ
ー
ズ
）

打
撃
賞小
林
良
三
（
Ｎ
・
Ｋ
〈
ン
マ
ー

ズ
）

第
４
回
高
萩
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
如
月
８
日
市
民
体
育
館
と
高
中

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
男
子
の
部

優
勝
日
本
加
工
製
紙
２
位
新

日
本
鍛
工
３
位
市
役
所

○
女
子
の
部

１
１

1
I

優
勝
愛
好
会
Ａ
２
位
愛
好
会

Ｂ
３
位
松
原
ク
ラ
ブ
、
ナ
ィ

ン
ク
ラ
ブ

第
訓
回
高
萩
市
民
庭
球
大
会
が
、
月
８

日
高
萩
高
校
テ
｝
一
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
と
壮
年
の
部
は
、
優
勝
者
の
み

○
一
般
男
子
の
部
（
高
校
生
含
む
）

野
沢
・
瀬
戸
組
（
ク
ラ
ブ
）

○
一
般
女
子
の
部
（
高
校
生
含
む
）

水
上
・
渡
辺
組
（
ク
ラ
ブ
）

○
壮
年
の
部

長
藤
・
鈴
木
組
（
ク
ラ
ブ
）

○
中
学
男
子
の
部

２
位
大
原
・
三
浦
組
（
高
中
）

３
位
豊
田
・
富
岡
組
（
高
中
）

○
中
学
女
子
の
部

３
位
森
・
小
関
組
（
高
中
）

※
中
学
の
部
は
、
い
ず
れ
も
十
王
中

が
優
勝
。

第
３
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

加
月
理
日
市
民
体
育
館
で
開
催

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
男
子
（
鋤
歳
以
下
）

優
勝
石
川
・
山
田
組
２
位
吉

成
・
寺
木
、
３
位
瀬
谷
・
中
山
、

本
郷
・
鈴
木
組

○
男
子
（
祉
歳
以
上
）

優
勝
山
口
。
小
堀
組
２
位
稲

田
・
樫
村
３
位
奥
畑
・
田
中
組

○
女
子
（
泌
歳
以
下
）

優
勝
水
野
・
柏
木
組
２
位

伊
藤
・
瓦
葺
３
位
佐
藤
・
鈴

木
、
外
崎
・
菅
野
組

○
女
子
（
郡
歳
以
上
）

優
勝
野
木
・
‐
神
長
組
２
位
本

郷
・
佐
藤
３
位
稲
田
・
楠
本
、

加
藤
・
佐
原
組

現
在
、
私
た
ち
の
家
や
事
務
所
な
ど

の
住
所
を
表
わ
す
と
き
、
町
名
と
地
番

を
用
い
て
「
○
○
町
○
○
番
地
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
住
所
を
表
わ

す
地
番
が
順
序
よ
く
な
ら
ん
で
い
な
い

た
め
に
、
人
を
た
ず
ね
て
も
な
か
な
か

み
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
消
防
自
動
車

や
救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
な
る
か
と
い
い

ま
す
と
、
住
所
を
表
わ
す
の
に
財
産
を

表
示
す
る
た
め
の
地
番
を
用
い
て
い
た

か
ら
で
す
。
‐
↑

私
た
ち
が
、
地
番
を
た
よ
り
に
知
人

宅
を
た
ず
ね
た
と
き
、
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
と
か
、
人
か
ら
地
番
を

き
か
れ
て
も
、
す
ぐ
近
所
に
あ
る
は
ず

の
地
番
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
が
き
っ

と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

住居表示制度の

おいたち

、j
”

亡認息
ズ．

表示を考える◇①－1

こ
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
不
便
を
な

く
す
た
め
、
市
で
は
、
今
、
住
居
表
示

の
実
施
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
市
民
の
み
な

さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
得
る
た
め
、
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

も
と
も
と
地
番
は
、
明
治
４
年
に
地

番
制
度
が
で
き
、
主
と
し
て
税
の
取
り

た
て
の
た
め
に
土
地
に
番
号
を
つ
け
、

所
有
者
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
明
治
弧
年
の
戸
籍
法
の
改

正
に
よ
り
、
戸
籍
の
表
示
と
し
て
番
地

と
い
う
呼
び
方
で
用
い
た
も
の
が
、
住

所
と
し
て
一
般
化
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
り
ま

す
。

１
一
筆
の
土
地
の
大
き
さ
や
形
が

さ
ま
ざ
ま
で
、
同
じ
番
地
の
家
が

何
軒
も
あ
っ
た
り
、
数
筆
の
土
地

に
ま
た
が
り
ど
の
番
地
を
使
う
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
土
地
の
分
筆
・
合
筆
は
、
土
地

所
有
者
の
自
由
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
多
く
の
枝
番
、
欠
番
、
飛
番

が
生
じ
て
い
ま
す
。

３
町
の
境
界
は
、
地
番
境
の
と
こ

ろ
が
多
く
、
ど
こ
が
町
の
境
界
か

一
見
し
て
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
不
合
理
な

こ
と
が
多
い
た
め
、
「
住
居
表
示
に
関

す
る
法
律
」
に
も
と
づ
い
て
、
市
街
地

に
お
け
る
住
所
の
表
わ
し
か
た
を
合
理

的
に
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
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森
林
資
源
と
し
て
、
ま
た
風
致
、
観

光
、
緑
化
の
か
な
め
と
し
て
貴
重
な
資

源
で
あ
る
松
が
「
松
く
い
虫
」
に
よ
り

枯
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
日
立
以
南
の
街
路
、
庭
木
、

山
林
に
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

松くい虫とマツノザイセンチュウの生態
緑
を
守
る
た
め

松
く
い
虫
を
駆
除
し
よ
う

月～3月→

‘

’

1
7月～3月

セ

松
の
枯
れ
る
原
因
は

マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
肉

眼
で
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
小
さ

な
線
虫
が
、
松
く
い
虫
の
一
種
で
あ
る

マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
害
虫

の
体
に
付
着
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
新

材
内
侵
入

q 6月～7月←4月～5月＜ ’ 6月～7月

へ
）

駆除または予防の方法
区分－－－－－－－－－

防除の方法
生きた松の予防（庭木等）枯れた松の駆除

’’ 伐倒、はく皮し、枝と一緒に焼却焼却による防除

スミチオン系乳剤

パイジツト系乳剤

オン系薬剤（乳剤･油剤）

ツト系薬剤（乳剤･油剤）

スミチ

バイジ
剤

薬
剤
に
よ
る
防
除

し
い
松
に
運
ば
れ
、
松
く
い
虫
（
マ
ッ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）
が
松
の
小
枝
を

食
害
す
る
際
、
そ
の
傷
口
か
ら
松
の
中

へ
入
り
込
み
、
樹
脂
道
な
ど
の
細
胞
を

破
壊
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
ッ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
運
び
屋
で
あ
る

松
く
い
虫
（
マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）

を
徹
底
的
に
駆
除
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

薬
乳剤（4月～5月） （7月～10月使用）

油剤(11月～3月使用）

所定の倍率で薄めた薬剤

を小枝の部分全面にゆき

わたるように散布する。

伐り倒し、枝払い、玉切りしたのち

所定の倍率で薄めた薬剤を噴霧器ま
ll撒布方法

たはジヨロで薬液がしたたる程度に

散布する。

1

1

被害木の発見、防除についてのご相談は下記へおたずね下さい

高萩市役所経済部農林課(8)2111内線261．262．263

高萩林業指導所（2） 3549または高萩市森林組合（2）4866

Ｉ
で
知
っ
た
方
も
い
よ
う
。

草
丈
は
、
訓
恥
か
ら
、
恥
く
ら
い
に

な
り
、
濃
い
緑
色
で
、
葉
が
厚
い
特
長

を
も
つ
、
赤
っ
ぽ
い
藤
色
の
花
は
、
１

恥
く
ら
い
の
大
き
さ
で
そ
れ
が
百
内
外

の
群
と
な
っ
て
、
枝
の
先
に
ま
と
ま

り
、
野
生
的
な
美
し
さ
が
わ
れ
わ
れ
の

眼
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。

復
帰
を
は
ば
む
も
の

一
昨
年
の
秋
、
会
員
の
一
人
が
種
を

ま
い
た
。

あ
け
て
昨
年
の
春
、
稚
苗
が
会
員
へ

配
ら
れ
た
。
こ
と
し
の
春
、
魚
屋
さ
ん

の
白
い
箱
卵
個
分
の
苗
が
出
来
上
っ
た

海
辺
の
す
ぐ
近
く
の
草
む
ら
や
、
松

林
の
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
へ
、
約
二
、
五

○
○
本
の
苗
が
う
え
込
ま
れ
た
。

苗
が
育
ち
、
立
派
に
開
花
し
、
実

り
、
種
を
こ
ぼ
し
て
、
完
全
に
復
帰
し

て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
。

以
前
は
よ
く
草
刈
り
を
し
た
〕
耕
地

の
土
手
の
草
な
ど
は
、
盗
み
合
う
ほ
ど

き
そ
っ
て
刈
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

し
の
春
、
魚
屋
さ
ん

＜31＞

Y

ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
の
復
帰

こ
と
し
の
春
、
わ
野
草
は
、
家
畜
の
飼
料
、
堆
肥
の
材

れ
わ
れ
の
会
で
は
、
料
と
し
て
、
農
家
に
は
か
か
せ
な
い
も

高
戸
か
ら
赤
浜
へ
か
の
だ
っ
た
。
野
草
を
刈
ら
な
く
な
っ
た

け
て
の
海
岸
線
へ
、
農
家
の
規
模
の
変
化
が
、
天
然
の
姿
を

ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
の
苗
変
え
た
ら
し
い
。
〈
マ
ナ
デ
シ
コ
が
消

を
う
え
た
。
う
え
つ
え
た
の
も
．
そ
ん
な
原
因
が
一
つ
あ
る

け
の
た
め
、
市
内
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
復
帰
し
た
実
物
の
そ
れ
は
、
全
く
見

応
援
を
う
け
た
こ
の
事
な
花
だ
っ
た
。
写
真
は
、
ち
よ
う

行
事
は
、
新
聞
、
テ
ど
、
断
崖
絶
壁
の
上
へ
う
え
ら
れ
た
も

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
で
あ
る
。
七
月
十
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

よ
｝
つ
。

人
を
案
内
し
な
が
ら
撮
っ
た
も
の
で
あ

か
ら
、
恥
く
ら
い
に
る
。

で
、
葉
が
厚
い
特
長
「
植
物
の
復
帰
」
と
い
っ
た
運
動
を
進

い
藤
色
の
花
は
、
１
め
る
１
｝
－
１
ク
（
特
異
な
）
な
団
体
で

さ
で
そ
れ
が
百
内
外
あ
る
と
、
関
心
あ
る
人
女
の
お
ほ
め
を

枝
の
先
に
ま
と
ま
い
た
だ
い
た
わ
れ
わ
れ
の
組
織
で
あ
る

し
さ
が
わ
れ
わ
れ
の
が
、
悩
み
は
消
え
な
い
。
こ
れ
だ
け
の

く
れ
る
。
月
日
と
手
数
を
か
け
て
も
、
自
然
の
摂

も
の

理
は
き
び
し
く
、
復
帰
は
定
着
し
て
く

会
員
の
一
人
が
種
を
れ
る
か
ど
う
か
五
里
霧
中
な
の
で
あ

る
。

春
、
稚
苗
が
会
員
へ

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

の
苗
が
出
来
上
っ
た

毒
識
認
識
識
織
識
鍵
》
》
》
》
》
》

．
燕

》

溺

瀧

》

鑑

州

慰

噸

｛
一
獅
州
州
錐
鋤
熱
》
癖
鍵

謹
僅
一
Ｊ
正
誕
議
蕊
一
驚

え
込
ま
れ
た
。
卿

灘
蕊

ハマナデシコの群落



(9） 市報たかはぎ 昭和53年11月

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
死
亡
者

に
、
「
妙
儀
霊
、
三
月
二
十
七
日
、
く

り
の
お
ば
、
三
十
一
才
に
て
死
、
昨
日

、
二
十
六
日
、
晩
よ
り
急
病
」
と
あ
る
。

「
お
ば
」
は
「
小
母
」
で
、
こ
の
過
去

帳
を
書
い
た
僧
の
叔
母
を
さ
す
の
で
あ

ろ
う
。
「
く
り
」
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

「
天
正
十
八
年
、
法
言
、
十
一
月
十
三

日
、
く
り
の
小
七
」
、
「
寛
永
二
年
、

妙
教
霊
、
八
月
十
七
日
、
く
り
の
鶴

I
沙‘“”
厳史⑰，

赤浜妙法寺過去帳

（二十六）

このようなとき

こんな年金が受けられる

11月20日

中央公民館でねんきん相談
志田諄－

子
、
十
七
才
に
て
死
去
」
、
「
寛
永
三

年
、
妙
泄
、
六
月
二
十
四
日
、
く
り
の

助
六
」
な
ど
と
み
え
て
い
る
。

お
そ
ら
く
地
名
で
は
な
く
、
「
庫
裡
」

す
な
わ
ち
、
妙
法
寺
の
台
所
か
住
職
や

家
族
の
居
間
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
住
職
の
叔
母
が
三

十
一
才
の
若
さ
で
急
死
し
た
こ
と
に
な

る
。
「
昨
日
、
二
十
六
日
、
暁
よ
り
の

急
病
」
と
あ
る
の
も
、
住
職
が
明
け
方

に
突
然
お
こ
っ
た
、
身
内
の
悲
劇
の
成

行
を
目
前
に
し
て
記
し
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。

こ
の
女
性
を
お
そ
っ
た
「
暁
よ
り
の

急
病
」
と
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
翌

日
死
亡
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
心
筋

梗
塞
か
も
知
れ
な
い
。
若
葉
も
萌
え
は

じ
め
た
大
高
台
で
、
晩
春
の
人
生
に
名

残
り
を
惜
し
む
余
裕
も
な
く
、
苦
し
承

年
金
の
請
求
は

お
す
み
で
す
か

国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
病
気
や
け

が
の
た
め
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た

日
常
の
生
活
に
大
変
不
自
由
を
き
た
す

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
不
幸

に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
、

本
人
や
遺
族
の
生
活
を
守
る
た
め
、
各

種
の
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

に
該
当
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的

に
う
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

）

も
だ
え
て
こ
の
世
を
去
っ
た
「
く
り
の

お
ば
」
の
冥
福
を
祈
る
。

瀞
、
囑
蝿
。
｝
獄
霞
驚
磯
蕊
鑓
濁
溺
騒
灘
懲
蕊
嬢
溌

縛
夫
鶴
蝋
唾
簿
が
総
郷

一一口一口一一一口一三一一Ｆみ■一一Ｆ一口一Ｉ

Ｆ

一

曲

Ｊ

一

Ｊ

口

Ｊ

己

昌

年

金

が

受

け

ら

れ

る

要

件

は

、

つ

ぎ

の
と
お
り
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
下
の

表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
ま
だ
年
金

の
請
求
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
請
求
の
手
続
き
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

年
金
係
で
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に

つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
、
請
求

の
手
続
き
の
た
め
に
、
〃
ね
ん
き
ん
相

談
所
″
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
に
な

っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
ｎ
月
別
日
（
月
）
午
前
９
時

訓
分
か
ら
狸
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館I
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曲

可

垂

垂
’年金の種類 受 給 要 件

、＃
再
ロ
“
ご
』
ニ
ロ
ロ
ロ
。
且

保険料を納めた期間と保険料の納付を免除された期間が25

年（昭和5年4月1日以前に生まれた人は年齢に応じて24年か

ら,0年までに短縮されます）以上ある人が65歳になったとき

(60歳から繰り上げ請求できる）

老齢年金子
画
・
・
’
邑
可
“
“
。
二
写
“
。
ｄ
●
写
り
■
。
ｇ
酒
．
凹
凸
守
凸
・
“
二
言
己
．
‘
凸
ご
・
・
宮
。
ｒ
毎
。
。
“
酋
匂
。
。
‘
畠
ヨ
ロ
“
“
ロ
圃
弓
“
“
“
ゲ
ヨ
・
唇
・
丘
轌
“
。
●
言

国民年金に加入した期間と厚生年金や共済組合などに加入
im算老齢年金した期間を合わせて25年（年齢に応じて短縮）以上ある人が

65歳になったとき。 (60歳から繰り上げ請求できる）

三

二

＝

三

最近、 1年（厚生年金や共済組合などに加入した期間も通
障害年金算します）以上保険料を納めている人が、病気やけがをして

身体障害者となったとき。

最近、 1年以上保険料を納めてし､る妻が、夫を失くして
母子年金18歳未満の子（障害の子は20歳未満） と一緒に生活している

とき。

最近、 1年以~上保険料を納めている祖母か姉が、夫や父、
準母子年金息子をなくし、 18歳未満の孫や弟妹（障害の孫などは20歳

未満） と生活しているとき。

マ

ヶ

;みんなの街で魂
号 吸いがらの投げ捨てはや虻
邑

可

難
き

鱗，瞬
島

二

二

最近、 1年（厚生年金や共済組合などに加入した期間も通
遺児年金 算します）以上保険料を納めている父や母が亡くなり、 18歳

未満の子（|潭害の子は20歳未満）だけが残されたとき。

ｒ 寡婦年 余'た講蕊建鴎勢瀞菱子金をうけずに亡く奉
蠅亡一時金|そ灌鮭f険料を納めた人が年金をう けずに死亡したとき

Ｙ

堂
写
“
“
“
昌
一
“
“
“
掌
■
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(10）市報たかはぎ(第224号）

○市内に居住しているお子さん

(2)願書受付期間

○昭和53年12月4日（月）から12月9

日（土）まで

○受付時間は、午前9時から12時まで

各幼稚園で受け付けます。

※入園願書用紙は、 12月i1B(金）から

各幼稚園でお渡しします。

P1P

結核検診レントケンの

追加検診をします

まだ、検診を受けていない方は、ぜひ

受けてください。

なお事業所や学校などで毎年受けてい

る方は、市衛生課（電③2111内線288）

へお知らせ下さい。

※検診は無料です。

追加の検診日程

お知らせ

今月の納税

国民健康保険税（3期）

二

二

新入学児の健康診断が

11月になりました

来春4月、小学校へ入学するお子さん

の健康診断が、保健法の改正で、例年よ

り2か月繰り上げられ、次の日程で各小

学校で行ないます。

秋山小11月15日午後1時から

東小11月17日午後1時から

横川小11月28日午後1時30分から

上.下君田小11月28日午後2時30分から

松岡小11月29日午後1時から

高萩小11月30日午後1時から

また、昭和54年度から養護学校が義務

制になりますので、心身に障害を持ち、

普通学級では、就学困難と思われるお子

さんをお持ちの保護者は、教育委員会へ

お申し出ください。

市立幼稚園に入る

お子さんを募集します

来春、幼稚園に入るお子さんを次のと

おり募集します。

(1)入園資格

○昭和48年4月2日から昭和49年4月1日

まで生れたお子さん

(3)募集人員

第一幼稚園160名

松岡幼稚|Xl 40名

東幼稚園 80名

秋山幼稚園120名

いずれも1年保育です。第一幼稚園に

ついては、昭和54年度から元の本町営林

署あとに改築され、 4月から入園するこ

とになります。

くわしくは、市教育委員会学務課（電

③－，,3,）か、 または、幼樅園へお問い

合わせください。

実施日 ｜ 実施場所 実施時間

11月27日横川消防詰所前

〃 下君田小学校
一、 〃 上君田小学校

〃 大能上バス停前
一

〃 大能
公民館入口

〃 鳥曽雪代商店前
U月28日禰川元氏宅
〃 田代バス停前

11月28日高萩市役所

〃 駒木原集会所

〃 坂東塚集会所

〃 大心苑野球1"脇
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法律相談のお知らせ

わたしたちの生活と法律は、切り離し

て考えることができせん。 ／は司謝

法律上のトラブルで悩んでいる方の相

談を、弁護士の方が相談に応じますので

お気軽にお出かけください。

相談は無料です。 －

とき 11月28日（火）

う 午前101 1fから午後311¥まで

’ し′ ところ高萩市中央公民館
一

山手公民館前
秋山
小学校正門脇
島名公民館前

秋山中公民館前

千代田バス停

関口公民館前

下手綱公民館前

行人塚集会所

第一幼稚園前

11‘

ノ

タ

〃

11月30日

〃

〃

〃

12月1日

〃

″
口
刺
〃

２１ 1日 春日町児童公|劇

大和町児童公園
安良川

V
二一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

リ
ト
l
U

蕊
出

！ 』,月に入る＆
1 通つたあとにに

｜ 野山には､ ］眼につくようし〈P
』
一一一
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ｙ
Ｊ
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Ｉ
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Ｏ
Ｉ
ｉ
Ｊ
ｋ
Ｖ
八
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ｆ
ｌ
ｉ
Ｖ
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Ｙ
ｈ
γ
０
１
０
Ｊ
，
．

初
冬

の

絵
と
文
・
伊
藤
龍
馬
洞

駒形神社前
花貫集会所前

高萩保健所前

有明町集会所前

高浜集会所前．
加工製紙海岸ア
パーI､前
花貫新井マツ
イ氏宅前
石滝団地みの
るストアー前

高萩市役所

〃

12月5日

〃

〃

12月6日

〃

〃

おわびと訂正

先月号の議会だより (3P)の中で、

作川栄一氏とあるのは、作山栄一氏の誤

りでした。おわびして訂正いたします。

しばらくは、時雨がばらついて通り過ぎてゆく。時雨の I

,こは、真赤に染つた木狗がつめたく光って見える。 I

｜
、 まだ秋の名残の色は濃いが枯れゆくものの姿は、 日ごとに

うになる。 もう初冬なのだ。

印刷藤枝印刷所発行と編集高萩市役所市長公室・広報広聴係 （高萩市本町1の100"(3)2111)


